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中
国
の
自
然
認
識
に
お
け
る
ピ
ク
チ
ュ
ア
レ
ス
ク浅

見

洋

，，句、

一、、圃，

貌
晋
南
北
朝
期
か
ら
宋
代
に
至
る
古
典
中
国
の
文
人
た
ち
の
自
然
認
識
、
風
景
認
識
を
め
ぐ
っ
て
、
筆
者
は
か
つ
て
絵
画
（
風
景
画
）

（

1）
 

と
の
関
わ
り
に
お
い
て
考
察
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
拙
稿
「
初
盛
唐
詩
に
お
け
る
風
景
と
絵
画
L

、
寸
中
晩
唐
詩
に
お
げ
る
風
景

（

2
）
 

と
絵
画
」
で
は
、
自
然
の
風
景
を
「
知
董
（
画
の
知
し
）
」
日
絵
画
的
（

1
2
C
5
2
5）
と
と
ら
え
る
認
識
の
在
り
方
を
中
心
に
論
じ
た

（

3）
 

が
、
も
と
よ
り
そ
こ
で
の
考
察
は
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
な
お
多
く
の
補
足
と
修
正
を
必
要
と
し
て
い
る
。
本
稿
は
、
前
稿
の
補
遺

を
兼
ね
て
、
古
典
中
国
の
自
然
（
風
景
）
認
識
に
お
け
る
9

ピ
ク
チ
ュ
ア
レ
ス
ク
。
の
問
題
を
再
検
討
す
る
試
み
で
あ
る
。

私
た
ち
は
美
し
い
風
景
を
前
に
し
て
、
ま
る
で
絵
画
を
見
る
か
の
よ
う
だ
と
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
。
中
間
に
あ
っ
て
、
こ
の
種
の
自

然
認
識
を
最
も
早
く
問
題
化
し
た
の
が
南
宋
の
洪
遁
『
容
膏
随
筆
』
巻
一
六
の
次
の
一
節
で
あ
っ
た
。
（
詳
し
く
は
前
稿
「
初
盛
唐
詩
に

お
げ
る
風
景
と
絵
画
」
を
参
照
。
）

1 



2 

江
山
登
臨
之
美
、
泉
石
賞
玩
之
勝
、
世
間
住
境
也
。
観
者
必
日
如
童
。
故
有
「
江
山
如
童
」
寸
天
開
園
童
即
江
山
L

「
身
在
童
園
中
L

之
語
。
（
江
山
登
臨
の
美
、
泉
石
賞
玩
の
勝
、
世
間
の
佳
境
な
り
。
観
る
者
必
ら
ず
画
の
如
し
と
日
う
。
故
に
「
江
山

画
の
如
し
」

「
天
の
図
画
を
聞
く
は
即
ち
江
山
L

「
身
は
画
図
の
中
に
在
り
L

の
語
有
り
。
）

ピ
ク
チ
ュ
ア
レ
ス
ク

美
し
い
自
然
の
風
景
を
「
如
童
L

と
と
ら
え
る
例
と
し
て
洪
逼
が
あ
げ
る
詩
句
は
、
蘇
輯
や
黄
庭
堅
を
は
じ
め
、
い
ず
れ
も
宋
代

文
人
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
宋
代
の
詩
文
に
は
、
こ
の
種
の
風
景
把
握
を
語
っ
た
言
葉
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
（
な
お
、
洪
遁
は

右
の
引
用
部
分
に
つ
づ
け
て
、
こ
の
種
の
風
景
把
握
は
「
以
員
局
偲
L

｜
｜
「
真
を
以
っ
て
仮
と
為
す
L

も
の
で
あ
る
と
説
明
す
る
。

つ

ま
り
、
実
際
の
風
景
と
そ
れ
に
比
擬
さ
れ
る
絵
画
画
像
と
の
関
係
を
「
員
L
H
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
「
偲
」
日
コ
ピ

l
の
関
係
と
し
て
と
ら

え
て
い
る
の
だ
が
、

そ
れ
に
つ
い
て
は
後
に
も
ふ
れ
る
。
）

宋
代
に
広
く
一
般
化
す
る
自
然
の
風
景
を
寸
如
童
し
と
と
ら
え
る
認
識
の
枠
組
は
、
唐
代
に
お
い
て
風
景
画
（
山
水
画
）

の
発
達
に

と
も
な
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
が
、
更
に
そ
の
系
譜
を
湖
れ
ば
既
に
南
北
朝
後
期
に
最
初
期
の
発
生
を
認
め
ら
れ
る
も
の

で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
南
北
朝
後
期
に
お
け
る
「
如
書
一
」
の
自
然
認
識
は
、
後
の
宋
代
な
ど
と
比
較
す
る
な
ら
ば
未
成
熟
な
萌
芽
的
段

階
に
と
ど
ま
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
こ
に
は
山
水
画
の
発
展
の
歴
史
も
深
く
関
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（

4
）
 

と
こ
ろ
で
、
前
稿
「
初
盛
唐
詩
に
お
け
る
風
景
と
絵
画
L

に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
銭
鍾
童
閏

J
木
詩
選
註
』
は
、
北
宋
の
文
人
で
絵
画
に

も
す
ぐ
れ
た
文
同
に
つ
い
て
解
説
す
る
な
か
寸
文
同
是
位
大
童
家
、
他
在
詩
裏
描
奉
天
然
風
景
、
常
限
繕
董
聯
結
起
来
、
属
中
園
的
寓

景
文
撃
添
了
一
種
手
法
」
と
述
べ
て
、
自
然
認
識
に
お
け
る
ピ
ク
チ
ュ
ア
レ
ス
ク
の
問
題
に
言
及
し
て
い
る
。
こ
こ
で
銭
氏
は
更
に
、

風
景
を
絵
画
と
結
び
付
け
て
と
ら
え
る
認
識
の
系
譜
を
湖
り
、
そ
の
淵
源
に
位
置
す
る
資
料
と
し
て
、
北
朝
後
期
、
北
魂
の
廊
道
元
『
水



経
注
』
巻
四
清
水
に
見
え
る
次
の
一
節
を
引
く
。

蜂
次
青
松
、
巌
懸
韻
石
、
於
中
歴
落
有
翠
相
生
意
。
丹
青
締
分
、
望
若
園
繍
実
。
（
峰
は
青
松
を
次
ね
、
巌
は
顧
石
を
懸
く
、
中
に

あ
や
ぎ
ぬ

歴
落
と
し
て
翠
柏
の
生
ず
る
有
り
。
丹
青
縞
の
ご
と
く
分
か
れ
、
望
む
に
図
繍
の
若
し
。
）

中国の自然認識におげるピクチュアレスク

み
E
り

青
々
と
茂
る
松
、
赤
い
岩
肌
、
そ
の
な
か
に
入
り
交
る
翠
の
柏
。
そ
れ
ら
か
ら
構
成
さ
れ
る
自
然
の
風
景
を
「
丹
青
椅
分
、
望
一
若
圃

繍
実
L

と
と
ら
え
た
も
の
で
あ
る
。
「
丹
青
」
は
赤
や
青
の
絵
の
具
。
転
じ
て
絵
画
を
指
す
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
梁
の
沈
約
「
郊

（

5）
 

居
賦
」
が
郊
居
の
景
色
に
つ
い
て
寸
或
異
林
而
分
丹
青
、
乍
因
風
而
雑
紅
紫
（
或
い
は
林
を
異
に
し
て
丹
青
分
か
れ
、
乍
ち
風
に
因
り

て
紅
紫
船
舶
わ
る
ご
と
述
べ
る
の
と
同
様
、
赤
や
青
の
色
彩
に
着
目
し
て
言
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
締
分
」
の
語
ほ
、
既
に
後
漢
の
班

（

6）
 

固
「
西
都
賦
L

に
「
提
封
五
高
、
彊
場
締
分
、
溝
陸
刻
鎮
、
原
隈
龍
鱗
（
提
封
は
五
万
に
し
て
、
彊
場
は
締
の
ご
と
く
分
か
れ
、
溝
陸

み
ぞ
ゃ
あ
ぜ
が

は
刻
鎮
す
る
が
ご
と
く
、
原
隠
は
龍
鱗
の
ご
と
し
）
L

と
あ
る
の
に
も
見
え
る
。
こ
れ
は
、
田
畑
の
区
画
が
整
理
さ
れ
、

整
然
と
引
か
れ
て
い
る
さ
ま
を
述
べ
た
部
分
。
五
臣
注
本
『
文
選
』
は
「
精
分
」
を
寸
締
紛
L

に
作
り
、
日
延
清
の
注
に
「
締
紛
、
刻

あ

や

鍾
、
龍
鱗
、
皆
地
之
畦
彊
相
交
錯
成
文
章
（
締
紛
、
刻
鎮
、
龍
鱗
と
は
、
皆
な
地
の
畦
彊
相
い
交
錯
し
て
文
章
を
成
す
な
り
ご
と
説
か

あ
や
ぎ
ぬ

れ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
「
騎
紛
L

と
は
、
多
く
の
色
彩
の
糸
が
交
錯
す
る
椅
の
よ
う
に
文
様
を
成
す
さ
ま
を
言
う
白
寸
紛
L

と
寸
分
」
の

違
い
は
あ
る
も
の
の
寸
締
分
L

も
ほ
ぼ
同
様
の
事
態
を
指
す
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
な
お
、
「
締
L

は
寸
錦
」
「
繍
L

「穀
L

な
ど
と
同

類
の
、
美
し
い
彩
色
・
文
様
を
備
え
た
織
物
の
こ
と
。
以
上
を
踏
ま
え
る
な
ら
、
「
丹
青
締
分
L

と
は
、

3 

さ
ま
ざ
ま
な
色
彩
が
交
錯
し
て

文
様
を
成
す
か
の
よ
う
に
見
え
る
さ
ま
を
言
う
と
解
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
『
水
経
注
』
は
更
に
そ
れ
を
「
園
繍
」
に
た
と
え
て
い
る
。
「
圏

ぬ
い
と
り
な
ど
の
施
さ
れ
た
織
物
の
類
を
指
す
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

繍
L

は
あ
ま
り
見
慣
れ
な
い
語
だ
が
、
彩
色
と
文
様
に
富
む
、



4 

つ
ま
り
、
『
水
鐘
注
』
の
右
の
一
節
は
、
青
、
赤
、
翠
の
色
彩
が
交
錯
す
る
自
然
の
風
景
を
、
文
様
と
色
彩
に
富
む
装
飾
的
な
織
物
に
見

立
て
て
い
る
の
で
あ
る
。

銭
鍾
書
氏
は
、

い
ま
見
た
よ
う
な
自
然
の
と
ら
え
方
を
洪
逼
が
あ
げ
る
寸
江
山
如
重
L

や
「
天
開
国
重
即
江
山
L

と
い
っ
た
詩
句
に

そ
れ
に
対
し
て
、
筆
者
は
前
稿
「
初
盛
唐
詩
に
お
け
る
風
景
と
絵

示
さ
れ
る
自
然
認
識
と
同
一
の
系
譜
に
位
置
付
け
る
の
で
あ
る
が
、

画
L

で
ご
」
こ
で
風
景
と
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の
を
絵
画
（
風
景
画
）

と
呼
ぶ
べ
き
か
、

い
さ
さ
か
た
め
ら
わ
れ
る
し
と
述
べ
て

そ
の
自
然
認
識
の
在
り
方
に
違
い

若
干
の
疑
問
を
提
示
し
て
お
い
た
。
「
丹
青
精
分
、
望
若
園
繍
突
L

と
い
わ
ゆ
る
「
知
董
」
と
で
は
、

は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
こ
の
疑
問
を
改
め
て
問
う
て
み
た
い
。

，，、、

一一、....，

先
に
見
た
『
水
経
注
』

の
一
節
は
、
自
然
の
風
景
を
寸
丹
青
精
分
L

と
形
容
さ
れ
る
よ
う
な
「
園
繍
L

す
な
わ
ち
彩
色
・
文
様
に
富

ん
だ
装
飾
的
製
作
物
（
織
物
）

に
結
び
付
げ
て
と
ら
え
て
い
た
が
、
こ
の
種
の
自
然
認
識
は
こ
れ
以
前
に
も
か
な
り
早
く
か
ら
見
ら
れ

る
も
の
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
後
漢
の
班
固
「
西
都
賦
L

（
前
掲
）

に
は
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。

蘭
直
茂
樹
蔭
蔚
、
芳
草
被
提
、
蘭
直
護
色
、
嘩
嘩
猪
狩
、
若
摘
錦
布
繍
、
煽
擢
乎
其
肢
。
（
茂
樹
蔭
蔚
と
し
て
、
芳
草

の

し

色
を
発
し
、
嘩
々
清
々
と
し
て
、
錦
を
揖
べ
繍
を
布
く
が
若
く
、
其
の
岐
に
伊
九
常
く
。
）

お
お

院
を
被
い
、

色
と
り
ど
り
の
草
花
が
萌
え
盛
る
自
然
の
さ
ま
を
寸
若
摘
錦
布
繍
」
と
述
べ
て
「
錦
繍
」
す
な
わ
ち
ぬ
い
と
り
な
ど
の
文
様
が
施
さ

れ
た
装
飾
的
織
物
に
た
と
え
た
も
の
で
あ
る
。
ー
錦
嬬
L

は
寸
回
囲
繍
L

と
ほ
ぼ
同
義
の
語
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
な
お
、
こ
の
一
節
に



つ
い
て
『
文
選
』
李
善
注
は
後
漢
の
揚
雄
寸
萄
都
賦
」
の
「
麗
磨
構
燭
、
若
揮
錦
布
繍
L

と
い
う
言
葉
を
引
く
。
自
然
を
「
錦
繍
」
に

比
擬
す
る
見
方
は
、
当
時
の
自
然
認
識
に
あ
る
程
度
共
有
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

総
じ
て
、
漢
賦
に
叙
述
さ
れ
る
世
界
は
装
飾
に
富
ん
で
お
り
、

そ
れ
は
右
に
見
た
よ
う
な
自
然
を
叙
述
す
る
場
合
に
は
限
ら
れ
な
い
。

例
え
ば
、
同
じ
く
班
固
「
西
都
賦
L

に
は
、
費
を
極
め
た
宮
殿
の
さ
ま
を
述
べ
た
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。

中国の自然認識にお砂るピクチュアレスク

あ
ら
わ

屋
不
呈
材
、
購
不
露
形
、
裏
以
藻
繍
、
絡
以
輪
蓮
、
障
侯
明
月
、
錯
落
其
問
、
金
紅
衛
壁
、
是
局
列
銭
、
：
：
：
（
屋
は
材
を
呈
に

ら

わ

つ

つ

せ
ず
、
購
は
形
を
露
に
せ
ず
、
裏
む
に
藻
繍
を
以
っ
て
し
、
絡
う
に
輪
連
を
以
っ
て
し
、
随
侯
の
明
月
、
其
の
聞
に
錯
落
し
、
金

ふ
〈

壁
を
衝
み
、
是
を
列
銭
と
為
し
、
：
：
：
）

紅「藻
繍
L

（
文
様
の
あ
る
布
地
）
や
「
輪
蓮
」
（
組
み
紐
）
と
い
っ
た
「
圃
繍
」
寸
錦
繍
L

に
類
す
る
装
飾
に
よ
っ
て
蔽
い
つ
く
さ
れ
た

（

7）
 

世
界
が
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
鶴
岡
真
弓
『
ケ
ル
ト
／
装
飾
的
思
考
』
が
ケ
ル
ト
の
寸
文
様
的
世
界
像
」
に
つ
い
て
述
べ
る
次
の
言
葉
ー
ー

寸
〈
文
様
〉
は
自
然
の
あ
る
ひ
と
つ
の
対
象
を
指
示
す
る
前
に
、
社
大
な
世
界
の
仕
組
み
を
提
示
す
る
の
だ
。
ケ
ル
ト
の
組
紐
文
様
は
彼

ら
の
認
識
す
る
世
界
の
構
造
で
あ
り
、
彼
ら
は
組
紐
文
様
を
通
し
て
世
界
を
見
て
い
る
。
ケ
ル
ト
に
と
っ
て
の
世
界
像
は
、
文
様
の
連

動
や
転
換
や
結
合
に
よ
っ
て
の
み
立
ち
現
わ
れ
る
。
：
：
：
彼
ら
に
と
っ
て
世
界
や
自
然
の
諸
要
素
は
文
様
に
よ
っ
て
の
み
認
識
さ
れ
る

オ
ル
ナ
ト
ウ
ス
・
ム
シ
ヂ
イ

の
で
あ
る
。
こ
れ
を
わ
れ
わ
れ
は
、
〈
世
界
文
様
〉
と
で
も
名
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
は
、
そ
の
ま
ま
漢

賦
の
世
界
認
識
、
自
然
認
識
に
あ
て
は
め
る
こ
と
す
ら
で
き
そ
う
で
あ
る
。
漢
賦
の
作
家
た
ち
は
、
寸
錦
繍
」
を
は
じ
め
と
す
る
装
飾
品

の
文
様
を
通
し
て
、
自
然
、

そ
し
て
世
界
を
見
て
い
た
の
で
あ
る
。

5 

漢
賦
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
、
彩
色
・
文
様
に
富
む
装
飾
的
製
作
物
を
通
し
て
、
あ
る
い
は
そ
れ
と
比
較
す
る
か
た
ち
で
自
然
を
と
ら
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え
よ
う
と
す
る
認
識
の
在
り
方
は
、
次
に
そ
の
一
部
を
例
示
す
る
よ
う
に
、
親
晋
南
北
朝
期
を
一
貫
し
て
受
け
継
が
れ
て
ゆ
く
。
『
水
経

注
』
に
見
ら
れ
た
自
然
の
と
ら
え
方
も
、
こ
の
流
れ
の
な
か
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

若
乃
雲
錦
散
文
於
沙
泊
之
際
、
綾
羅
被
光
於
螺
辞
之
節
、
繁
采
揚
華
、
高
色
隠
鮮
。
（
乃
ち
雲
錦

あ
や文
を
沙
泊
の
際
に
散
じ
、
綾
羅

光
を
螺
畔
の
節
に
被
る
が
若
き
、
繁
采

華
を
揚
げ
、
高
色

鮮
を
隠
す
。
）

ー

l
晋
・
木
華
「
海
賦
L

清
浬
園
翠
舎
、
花
薄
縁
鯖
紋
。
（
清
漕

か
は
く

円
翠
会
し
、
花
薄

椅
紋
に
縁
る
。
）

1
1
宋
・
飽
照
「
三
日
遊
南
苑
詩
し

照
澗
虹
腕
雑
、
交
錯
錦
繍
陳
。
（
照
潤
し
て
虹
脱
出
航
わ
り
、
交
錯
し
て
錦
繍
艇
な
る
。
）

i
南
斉
・
劉
糟
「
入
琵
琶
峡
望
積
布
磯
呈
玄
島
L

獣
生
文
蔚
、
鳳
亦
五
色
。
絢
彩
火
然
、
量
由
重
飾
。
（
獣
生
じ
て
よ
り
文
蔚
に
し
て
、
鳳
も
亦
た
五
色
な
り
。
絢
彩

火
然
た
る

は
、
宣
に
画
飾
に
由
ら
ん
や
。
）

（日）

｜
｜
梁
・
到
治
「
贈
任
肪
詩
L

芳
井
疑
輪
組
、
嘉
樹
似
離
飾
。
（
芳
斉

輪
組
か
と
疑
い
、
嘉
樹

離
飾
に
似
た
り
。
）

（ロ）

｜
梁
・
劉
孝
梓
寸
侍
宴
銭
庚
於
陵
臆
詔
詩
」



春
花
締
繍
色
、
春
鳥
絃
歌
聾
。
（
春
花

締
繍
の
色
、
春
鳥

絃
歌
の
声
。
）

（日）

l
l
北
説
・
王
徳
「
春
詞
」

井
木
滋
築
、
四
時
助
其
離
締
、
煙
霞
静
巻
、
五
色
成
其
藻
絢
。
（
斉
木

滋
栄
し
て
、
四
時

其
の
離
締
を
助
砂
、
煙
霞

野
巻
し

中国の自然認識におけるピクチュアレスク

て
、
五
色

其
の
藻
絢
を
成
す
。
）

｜
｜
惰
・
江
繕
「
掻
山
棲
霞
寺
碑
」

い
ず
れ
も
、
寸
錦
輔
L

「
綾
羅
」
「
鯖
紋
」
「
輪
組
L

「
重
飾
」
「
離
飾
L

「
締
繍
」
「
離
締
L

寸
藻
絢
」
と
い
っ
た
装
飾
の
文
様
を
通
し
て
自

然
を
と
ら
え
て
い
る
。
（
到
治
は
「
畳
骨
量
飾
L

と
言
っ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
れ
も
自
然
を
「
董
飾
L

に
比
擬
す
る
認
識
を
前
提
と
し
て

は
じ
め
て
成
り
立
つ
言
葉
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
他
の
言
葉
と
大
き
く
異
な
る
も
の
で
は
な
い
。
）
梁
の
劉
弼
『
文
心
離
龍
』
原
道
篇

に
も
次
の
よ
う
な
号
一
口
葉
が
見
え
る
。

夫
玄
黄
色
雑
、
方
園
瞳
分
。
日
月
墨
壁
円
以
垂
麗
天
之
象
、
山
川
焼
椅
、
以
鋪
理
地
之
形
。
此
蓋
遁
之
文
也
O
i
－
－
－
傍
及
高
品
、

動
植
皆
文
。
龍
鳳
以
藻
繕
呈
瑞
、
虎
豹
以
痢
蔚
凝
姿
。
雲
霞
離
色
、
有
蹄
重
工
之
妙
、
草
木
貴
華
、
無
待
錦
匠
之
奇
。
夫
宣
外
飾
、

蓋
自
然
耳
。
至
於
林
籍
結
響
、
調
如
竿
意
、
泉
石
激
韻
、
和
若
球
鎧
。
故
形
立
則
章
成
長
、
聾
護
則
文
生
実
。
夫
以
無
識
之
物
、

か
さ

欝
然
有
彩
、
有
心
之
器
、
其
無
文
欺
。
（
夫
れ
玄
黄
は
色
縦
り
、
方
円
は
体
分
か
る
。
日
月
は
壁
を
畳
ね
て
、
以
っ
て
麗
天
の
象
を

垂
れ
、
山
川
は
焼
締
と
し
て
、
以
っ
て
理
地
の
形
を
鋪
く
。
此
れ
蓋
し
道
の
文
な
り
。
：
：
：
傍
う
て
万
品
に
及
べ
ば
、
動
植
皆
な

あ
ら

文
あ
り
。
龍
鳳
は
藻
絵
を
以
っ
て
瑞
を
呈
わ
し
、
虎
豹
は
痢
蔚
を
以
っ
て
姿
を
凝
ら
す
。
雲
震
の
離
色
は
、
画
工
の
妙
を
蹄
ゆ
る

7 
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有
り
、
草
木
の
責
華
は
、
錦
匠
の
奇
を
待
つ
無
し
。
夫
れ
宣
に
外
飾
な
ら
ん
や
、
蓋
し
自
然
な
る
の
み
。
林
績
の
響
を
結
ぶ
に
至
つ

て
は
、
調
は
学
窓
の
如
く
、
泉
石
の
韻
を
激
す
る
は
、
和
は
球
鍾
の
若
し
。
故
に
形
立
て
ば
則
ち
章
成
り
、
声
発
す
れ
ば
則
ち
文

生
ず
る
な
り
。
夫
れ
無
識
の
物
を
以
っ
て
、
欝
然
と
し
て
彩
有
り
、
有
心
の
器
、
其
れ
文
無
か
ら
ん
や
。
）

で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
、

オ

ー

ナ

メ

ン

ト

天
地
万
物
に
「
文
」
H
文
様
・
装
飾
が
備
わ
り
、
文
学
を
は
じ
め
と
す
る
人
間
的
営
み
に
も
ま
た
必
然
的
に
「
文
L

が
備
わ
る
も
の

オ
ル
ナ
ト
ウ
ス
・
ム
ン
J
デ
イ

よ
く
知
ら
れ
る
一
節
で
あ
る
。
中
国
的
〈
世
界
文
様
〉
を
理
論
的
に
基
礎
付
げ
た
も
の
と
言
う
こ
と
も
で

き
ょ
う
。
こ
こ
で
劉
離
は
自
然
に
備
わ
る
「
文
し
を
「
董
工
」
や
「
錦
匠
L

の
作
り
だ
す
製
作
物
と
比
較
す
る
形
で
と
ら
え
て
い
る
の

A
V

’一、、
A

、

十
h

，刀

そ
れ
は
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
な
「
園
繍
L

「
錦
繍
L

の
類
に
自
然
を
比
擬
す
る
認
識
の
在
り
方
と
基
本
的
な
枠
組
を
共
有
し

て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

っ
園
繍
」
「
錦
繍
L

は
、
劉
識
が
言
う
寸
董
工
L

や
「
錦
匠
L

と
い
っ
た
工
芸
家
に
よ
っ
て
作
り
だ
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
種

の
職
掌
は
古
く
は
『
周
瞳
』
に
湖
る
こ
と
が
で
き
る
。
『
周
鵡
』
冬
官
・
考
工
記
に
は
、
「
設
色
之
工
」
す
な
わ
ち
色
彩
に
重
要
な
関
連

を
持
つ
工
芸
に
従
事
す
る
職
掌
の
ひ
と
つ
と
し
て
「
童
績
L

の
名
が
見
え
る
。
（
買
公
彦
の
疏
に
は
「
童
績
二
者
、
別
官
同
職
L

と
あ
っ

て
寸
書
一
L

と
寸
績
」
と
は
厳
密
に
は
区
別
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
）
そ
こ
に
は
「
書
一
績
」
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
製
作
物
に
つ
い

て
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

董
績
之
事
、
雑
五
色
O

i
－
－
青
輿
赤
謂
之
文
、
赤
輿
白
謂
之
章
、
白
輿
黒
謂
之
輔
、
黒
輿
青
謂
之
献
、
五
彩
備
謂
之
繍
。
（
画
績
の

五
色
を
雑
う
。
：
：
：
青
と
赤
と

事
は
、

之
を
文
と
謂
い
、
赤
と
白
と

之
を
章
と
謂
い
、
白
と
黒
と

之
を
舗
と
謂
い
、
黒
と

青
と

之
を
献
と
謂
い
、
五
彩
の
備
わ
る

之
を
繍
と
謂
う
。
）



「
董
績
L

が
主
と
し
て
従
事
す
る
の
は
染
織
・
服
飾
で
あ
り
、
こ
の
一
節
は
そ
の
製
作
物
で
あ
る
布
地
・
衣
服
の
文
様
の
色
彩
に
よ

中国の自然認識におりるピクチュアレスク

る
区
別
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
。
寸
文
L

寸章
L

寸輔
L

「
猷
」
と
並
ん
で
、
寸
圃
捕
し
「
錦
繍
L

と
言
う
と
き
の
「
縛
L

が
あ
げ
ら
れ
て
い

る
。
育
、
赤
、
白
、
黒
、
黄
の
五
色
が
す
べ
て
備
わ
る
布
地
が
「
繍
L

で
あ
る
。
『
周
瞳
』
考
工
記
に
言
う
「
董
績
L

は
職
掌
の
名
称
な

の
だ
が
、
後
に
は
彼
ら
に
よ
っ
て
作
り
だ
さ
れ
る
製
作
物
を
も
指
す
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
ま
で
に
見
て
き
た
「
圏
繍
」
や
「
錦
繍
」
の

そ
の
指
し
示
す
範
囲
も
拡
大
し
、
布
地
以
外
の
装
飾
的
製
作
物
一
般
を
も
指
す
よ

類
が
、
す
な
わ
ち
こ
の
「
董
績
L

で
あ
る
。
ま
た
、

う
に
な
る
。
な
お
、
「
績
L

は
「
繕
L

と
ほ
ぼ
同
義
の
語
で
あ
り
（
い
ず
れ
も
装
飾
に
富
ん
だ
布
地
を
指
す
）
、
「
董
績
L

は
し
ば
し
ば
「
董

緯
」
と
も
表
記
さ
れ
る
。
上
下
を
逆
に
し
て
「
績
（
緯
）
董
L

の
形
で
も
用
い
る
が
、
特
に
こ
の
場
合
は
い
わ
ゆ
る
絵
画
（
主
に
着
色

さ
れ
た
絵
画
）

の
呼
称
と
も
な
る
。

ピ
ク
チ
ュ
ア

νス
ク

前
掲
の
銭
鍾
書
『
宋
詩
選
註
』
が
『
水
経
注
』
の
一
節
「
丹
青
締
分
、
望
若
園
繍
失
L

を
「
如
董
」
の
自
然
認
識
の
系
譜
に
位
置

付
砂
る
の
は
、
こ
の
「
重
績
」
の
類
を
広
義
の
絵
画
の
ひ
と
つ
と
見
な
し
て
い
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
£
対
し
て
筆
者
が
疑
問

を
提
示
し
た
の
は
「
童
績
」
を
い
わ
ゆ
る
絵
画
の
範
障
に
含
め
る
こ
と
に
抵
抗
を
覚
え
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
無
論
、
ひ
と
く
ち
に
絵
画

と
言
っ
て
も
、
後
述
す
る
よ
う
に
そ
こ
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
の
絵
画
が
あ
り
、
銭
氏
の
よ
う
に
「
童
績
」
を
絵
画
の
一
種
と
し
て

（日）

と
ら
え
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
寸
童
績
L

と
は
「
績
（
繕
）
董
」
で
も
あ
る
の
だ
か
ら
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な

タ
イ
プ
の
絵
画
が
あ
る
な
か
で
「
童
績
」
が
占
め
る
独
自
の
位
置
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

，，町、

一一一、』，，

9 

そ
も
そ
も
、
絵
画
と
は
ど
の
よ
う
な
芸
術
な
の
だ
ろ
う
か
。
近
現
代
の
作
品
を
除
げ
ば
、
私
た
ち
は
ふ
つ
う
絵
画
と
い
う
も
の
を
、
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梁
の
康
肩
吾

J
詠
美
人
看
董
臆
令
詩
L

の
次
の
一
節
に
述
べ
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

欲
知
喜
一
能
巧
、
喚
取
員
来
映
。
並
出
似
分
身
、
相
看
如
照
鏡
。
（
画
の
能
く
巧
み
な
る
を
知
ら
ん
と
欲
し
、
真
を
喚
び
取
り
て
来
た

り
て
映
さ
し
む
。
並
び
出
ず
る
こ
と
身
を
分
か
つ
に
似
、
相
い
看
る
こ
と
鏡
に
舵
す
が
如
し
。
）

美
人
が
美
人
画
を
鑑
賞
す
る
情
景
を
う
た
っ
た
も
の
。
画
の
な
か
の
美
人
像
は
本
物
の
美
人
そ
っ
く
り
で
、

ま
る
で
鏡
に
映
る
分
身

で
あ
る
か
の
よ
う
だ
、

と
庚
肩
吾
は
言
う
。
絵
画
が
持
つ
機
能
を
鏡
の
そ
れ
に
な
ぞ
ら
え
、
鏡
の
よ
う
に
「
員
L

H
現
実
の
対
象
物
を

画
面
上
に
再
現
す
る
芸
術
と
し
て
絵
画
を
と
ら
え
た
も
の
で
あ
る
。
官
頭
に
引
い
た
洪
遁
『
容
膏
障
筆
』
は
自
然
の
風
景
を
「
知
童
L

オ
り
ジ
ナ
ル

と
と
ら
え
る
こ
と
を
「
以
員
局
観
し
と
説
明
す
る
が
、
洪
遭
に
と
っ
て
の
絵
画
も
ま
た
、

J
虞

L
H
原
物
を
画
面
上
の
「
傾
」
の
形
象
・

映
像
に
よ
っ
て
再
現
す
る
芸
術
と
し
て
の
絵
画
で
あ
っ
た
。
古
く
中
国
に
あ
っ
て
は
絵
画
を
「
寓
員
L

と
呼
ん
だ
が
、
こ
こ
に
は
絵
画

が
基
本
的
に
寸
真
を
写
す
」
芸
術
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
前
節
に
見
た
よ
う
な

「
董
績
（
繕
）
」

の
類
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
「
真
を
写
す
」
こ
と
か
ら
は
、
若
干
異
な
る
位
相
に
あ
る
も
の
と
言
わ
、
ざ
る
を
え
な
い
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

無
論
、

（

η）
 

一
般
的
に
言
っ
て
、
絵
画
と
は
「
寓
員
」
の
芸
術
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
利
光
功
寸
造
形
芸
術
｜
｜
絵
画
と
彫
刻
L

は
、
絵
画
一
般
が
持
つ
機
能
を
次
の
三
類
に
分
か
つ
見
方
を
提
出
し
て
い
る
。

（

a）
 

再
現

円
内
山
間
）
門
命
的
。
ロ
片
山
昨
日
。
ロ

（

b
）
 

意
味
表
徴

印日

m口
町
同
日
門
げ
釦
片
山

O
ロ



（

C
）
 

装
飾

そ
の
う
ち
い
ず
れ
か
が
優
位
を
占
め
る
こ
と
に
よ
り
、
一
そ
れ
ぞ
れ

。吋ロ釦口一
Fmw
口同町凶昨日
0
ロ

絵
画
と
は
、
こ
れ
ら
三
種
の
機
能
の
総
合
で
あ
る
が
、

（

a）
 

描
写
絵
画

中国の自然認識にお砂るピクチュアレスク

（

b
）
 

図
像
絵
画

（

C
）
 

装
飾
絵
画

の
三
類
に
分
砂
ら
れ
る
。
利
光
氏
に
よ
れ
ば
（

a
）
描
写
絵
画
は
、
鏡
や
写
真
の
よ
う
に
事
物
の
像
官
庁
E
Z）
一
を
描
写
・
再
現
す
る

こ
と
に
比
重
を
置
く
絵
画
、
（
b
）
図
像
絵
画
は
、
端
的
に
は
幾
何
学
的
図
形
や
シ
ン
ボ
ル
マ

l
ク
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
図
（
片
山
m
R
O）
あ
や

に
よ
っ
て
意
味
表
徴
を
行
う
こ
と
に
比
重
を
置
く
絵
画
、
（
C

）
装
飾
絵
画
は
、
壁
面
や
布
地
な
ど
に
施
さ
れ
る
文
様
の
よ
う
な
文

フ

ィ

ギ

ュ

ア

オ

1
ナ
メ
ン
ト

で
あ
る
。
な
お
、
像
や
図
と
異
な
る
文
の
特
徴
に
つ
い
て
利
光
氏
は

（O
B
m
B
O
E）
に
よ
る
装
飾
効
果
に
比
重
を
置
く
絵
画
、

「
文
の
特
徴
は
元
来
は
何
も
な
い
空
白
な
平
面
に
わ
れ
わ
れ
の
目
を
引
き
つ
け
、

わ
れ
わ
れ
の
視
覚
に
快
い
感
覚
的
刺
激
を
与
え
る
と

こ
の
場
合
わ
れ
わ
れ
は
像
の
背
後
に
原

こ
ろ
に
あ
る
。
：
：
：
像
や
図
も
平
面
に
わ
れ
わ
れ
の
目
を
引
き
つ
け
る
の
は
確
か
で
あ
る
が
、

物
を
見
、
図
の
意
味
を
汲
み
取
る
の
で
あ
っ
て
、

必
ら
ず
し
も
自
に
感
覚
的
満
足
が
与
え
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
」

（
傍
点
引
用
者
）
と

述
べ
て
い
る
。

11 

右
の
分
類
に
従
う
な
ら
、
庚
肩
吾
や
洪
遭
ら
に
よ
っ
て
と
ら
え
ら
れ
た
「
寓
虞
L

と
し
て
の
絵
画
（
そ
れ
は
私
た
ち
が
ふ
つ
う
念
頭

（C
）
装
飾
絵
画
の
一

に
置
く
絵
画
で
も
あ
る
）

（
a
）
描
写
絵
画
の
一
種
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
「
童
績
」
と
し
て
の
絵
画
は

Iま
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種
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
「
官
官
真
し
と
し
て
の
絵
画
の
み
な
ら
ず
「
董
績
」
の
類
も
ま
た
広
義
の
絵
画
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
は
可
能

で
あ
る
が
、
同
時
に
、

そ
こ
に
は
違
い
を
認
め
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

つ
ま
り
、
「
董
績
L

の
類
は
、
基
本
的
に
描
写
・
再
現
の
機
制
を

欠
い
て
い
る
点
に
お
い
て
寸
寓
虞
し
と
言
う
と
き
の
絵
画
と
大
き
く
異
な
る
。
（
無
論
、
例
え
ば
龍
や
花
な
ど
を
か
た
ど
っ
た
図
柄
が
施

さ
れ
る
よ
う
な
場
合
に
は
寸
書
一
績
し
も
ま
た
龍
や
花
な
ど
の
像
の
再
現
を
行
わ
な
い
わ
げ
で
は
な
い
が
、
し
か
し
そ
の
場
合
で
も
主
た

あ

ゃ

あ

や

る
比
重
は
文
に
よ
る
装
飾
に
置
か
れ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
）
文
に
よ
る
装
飾
に
比
重
を
置
く
寸
書
一
績
L

は
、
事
物
の
像
を
指

そ
れ
は
寸
自
然
の
あ
る
ひ
と
つ
の
対
象
を
指
示

し
示
し
、

そ
れ
を
再
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
は
し
て
い
な
い
。
古
典
中
間
に
あ
っ
て
、

す
る
前
に
、
壮
大
な
世
界
の
仕
組
み
を
提
示
す
る
L

（
前
掲
鶴
岡
真
弓
）
も
の
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
す
ら
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
『
周

瞳
L

考
工
記
が
「
董
績
」

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
の
を
参
照
し
て
み
て
も
い
い
だ
ろ
う
。

童
績
之
事
、
雑
五
色
。
東
方
謂
之
青
、
南
方
謂
之
赤
、
西
方
謂
之
白
、
北
方
謂
之
黒
、
天
謂
之
玄
、
地
謂
之
黄
。
（
画
績
の
事
、
五

色
を
雑
う
。
東
方

之
を
青
と
謂
い
、
南
方

之
を
赤
と
謂
い
、
西
方

之
を
白
と
謂
い
、
北
方

之
を
黒
と
謂
い
、
天

之
を

玄
と
謂
い
、
地

之
を
黄
と
謂
う
。
）

「
設
色
之
工
」
た
る
寸
童
績
L

が
扱
う
色
彩
は
中
国
的
世
界
の
仕
組
み
そ
の
も
の
を
提
示
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
こ
こ
に
は

示
さ
れ
て
い
よ
う
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
前
掲
の
『
文
心
離
龍
』
原
道
篇
は
「
文
」

H
装
飾
・
文
様
を
宇
宙
（
世
界
）

の
根
源
た
る
「
道
」

の
顕
現
と
し
て
と
ら
え
て
い
た
。

き
て
、
以
上
に
述
べ
た
描
写
絵
画
と
装
飾
絵
画
の
区
別
と
い
う
視
点
か
ら
前
稿
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
る
と
、
補
足
・
修
正
を
必
要
と

ピ
ク
チ
ユ
ア
レ
ス
ク

す
る
点
も
あ
る
こ
と
に
気
付
く
。
前
稿
寸
初
盛
唐
詩
に
お
げ
る
風
景
と
絵
画
L

で
自
然
の
風
景
を
絵
画
的
と
と
ら
え
る
認
識
の
在
り
方



を
語
っ
た
言
葉
と
し
て
あ
げ
た
詩
句
の
う
ち
、
例
え
ば

樹
雑
山
如
童
、
林
暗
澗
疑
空
。
（
樹
雑
わ
り
て

画
の
如
く
、
林
暗
く
し
て

澗

空
か
と
疑
う
。
）

山

（四）

｜
｜
梁
・
元
帝
粛
鐸
「
一
盛
山
高
L

中国の自然認識におけるピクチュアレスク

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
色
彩
の
樹
木
が
入
り
交
る
山
肌
を
「
如
董
L

と
と
ら
え
た
も
の
だ
が
、
こ
こ
で
の
「
童
L

は
色
彩
の
交
錯
す
る
文
様

を
提
示
す
る
装
飾
絵
画
、
す
な
わ
ち
「
章
績
」
の
類
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
初
唐
の
次
に
あ
げ
る
詩
句
』
｜

層
巌

図
画
の
色
、
風
は
揺
ら
す

雑
樹

管
弦
の
声
。
）

日
映
層
巌
圃
董
色

風
揺
雑
樹
管
弦
聾

日
は
映
ず

｜
｜
宗
楚
客
「
奉
和
幸
安
楽
公
主
山
荘
臆
制
L

苔
醇
を
織
り
、
丹
青

松
石
を
画
く
。
）

錦
績
織
苔
蘇
、
丹
青
重
松
石
。
（
錦
績

（初）

｜
｜
宋
之
問
「
初
歪
崖
口
」

ひ
ら

鳥
和
百
績
疑
調
管
、
花
護
千
巌
似
董
扉
。
（
鳥
は
百
績
に
和
し
て
調
管
か
と
疑
い
、
花
は
千
巌
に
発
き
て
画
扉
に
似
た
り
。
）

（幻）

｜
｜
李
幡
「
石
諒
L

日
夕
チ
ュ
ア
レ
ス
ク

な
ど
は
、
主
に
装
飾
性
に
着
目
し
た
か
た
ち
で
の
絵
画
的
な
自
然
認
識
を
語
っ
た
も
の
で
あ
り
、
描
写
絵
画
を
通
し
て
自
然
を
と
ら
え

る
認
識
を
語
っ
た
他
の
例
か
ら
区
別
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

13 

美
し
い
自
然
の
風
景
を
装
飾
絵
画
に
結
び
付
け
て
と
ら
え
る
ピ
ク
チ
ュ
ア
レ
ス
ク
の
系
譜
は
、
以
後
、
描
写
絵
画
に
結
び
付
げ
て
と
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ら
え
る
ピ
ク
チ
ュ
ア
レ
ス
ク
の
系
譜
と
並
行
し
て
受
け
継
が
れ
て
ゆ
く
。
例
え
ば
南
宋
の
陸
瀞
「
嘉
州
守
宅
奮
無
後
間
、
因
農
事
之
隙

（幻）

爵
種
花
築
亭
観
甫
成
両
信
師
戯
作
長
句
L

詩
に

煙
雲
静
巻
水
墨
圏
、
草
木
青
紅
錦
繍
段
。
（
煙
雲

静
巻
す

水
墨
の
図
、
草
木

青
紅

錦
繍
の
段
。
）

と
あ
る
の
は
、
多
様
な
ピ
ク
チ
ュ
ア
レ
ス
ク
の
系
譜
が
並
存
す
る
自
然
認
識
の
在
り
方
を
語
っ
た
も
の
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（四）

以
上
、
本
稿
で
は
、

ピ
ク
チ
ュ
ア
レ
ス
ク

ひ
と
く
ち
に
絵
画
的
な
自
然
と
言
っ
て
も
、
そ
こ
で
念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
の
が
映
像
を
描
写
・
再
現
す
る
描

写
絵
画
で
あ
る
場
合
と
、
文
様
・
彩
色
に
よ
っ
て
装
飾
を
行
う
装
飾
絵
画
で
あ
る
場
合
と
を
区
別
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て

き
た
。
古
典
中
国
に
あ
っ
て
、
自
然
の
風
景
を
描
写
絵
画
の
枠
組
を
通
し
て
と
ら
え
る
認
識
は
、
前
稿
に
も
述
べ
た
よ
う
に
南
北
朝
期

に
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
唐
代
に
至
っ
て
成
立
す
る
と
考
え
て
よ
い
が
、
装
飾
絵
画
の
一
種
で
あ
る
「
董
績
」
の
類
に
結
び
付
け
る
認

オ
ル
ナ
ト
ウ
ス
・
ム
シ
デ
ィ

そ
こ
に
は
〈
世
界
文
様
〉
と
も
一
言
う
べ
き
世
界
認
識
の
在
り
方
を
認
め

識
の
系
譜
は
か
な
り
古
く
ま
で
朔
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、

る
こ
と
も
で
き
た
。

と
こ
ろ
で
、
自
然
認
識
に
お
け
る
ピ
ク
チ
ュ
ア
レ
ス
ク
の
問
題
と
は
別
に
、
現
在
筆
者
は
古
典
中
国
の
文
学
認
識
に
お
け
る
ピ
ク
チ
ユ

ア
レ
ス
ク
の
問
題
（
特
に
、
詩
に
絵
画
性
を
認
め
る
詩
学
認
識
、
詩
と
絵
画
を
比
較
し
両
者
の
聞
に
同
質
性
を
認
め
る
詩
学
認
識
の
問

（幻）

題
）
に
関
す
る
考
察
を
す
す
め
て
い
る
。
そ
こ
で
の
ピ
ク
チ
ュ
ア
レ
ス
ク
に
つ
い
て
も
、
本
稿
に
述
べ
た
の
と
同
様
の
こ
と
が
言
え
る

ピ
ク
チ
ュ
ア
レ
ス
ク

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
ひ
と
く
ち
に
絵
画
的
な
詩
と
言
っ
て
も
、
そ
こ
で
詩
に
比
擬
さ
れ
て
い
る
絵
画
は
さ
ま
ざ
ま
な
の



で
あ
っ
て
、
そ
の
多
様
性
に
対
し
て
不
注
意
で
あ
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

（

M）
 

例
え
ば
、
明
の
唐
願
之
「
蹴
周
東
村
長
江
寓
里
園
後
」
は
、
杜
甫
の
詩
に
お
げ
る
ピ
ク
チ
ュ
ア
レ
ス
ク
の
問
題
を
次
の
よ
う
に
語
つ

て
い
る
。

中国の自然認識におげるピクチュアレスク

少
陵
詩
云
「
華
夷
山
不
断
、
呉
萄
水
常
遁
」
。
只
此
二
語
、
寓
出
長
江
高
里
景
如
在
日
中
。
可
謂
詩
中
有
輩
。
一
（
少
陵
の
詩
に
「
華

山
断
え
ず
、
呉
萄

夷

水
常
に
通
ず
L

と
云
う
。
只
だ
此
の
二
語
の
み
に
て
、
長
江
万
里
の
景
を
写
し
出
し
て
目
中
に
在
る
が

知
く
す
。
詩
中
に
画
有
り
と
謂
う
べ
き
な
り
。
）

「
詩
中
有
重
L

と
あ
る
よ
う
に
、
社
甫
の
詩
に
絵
画
性
を
見
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
杜
甫
の
詩
は
長
江
の
広
大
な
「
景
L

H

映
像
を

描
写
し
て
、
そ
れ
を
読
み
手
の
眼
前
に
現
前
（
再
現
前
）
さ
せ
る
。
そ
の
こ
と
を
指
し
て
唐
順
之
は
「
詩
中
有
童
」
と
言
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
唐
順
之
の
念
頭
に
置
か
れ
る
絵
画
が
対
象
世
界
の
映
像
を
再
現
す
る
描
写
絵
画
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
そ

（お）

れ
に
対
し
て
、
同
じ
く
杜
甫
の
詩
に
つ
い
て
元
の
方
回
「
程
斗
山
吟
稿
序
」
が
述
べ
る
次
の
一
節
に
見
ら
れ
る
絵
画
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

山
谷
論
老
杜
詩
、
必
断
自
費
州
以
後
。
試
取
其
庚
子
至
乙
巳
六
年
之
詩
観
之
、
秦
臨
創
門
行
旅
蹴
渉
、
涜
亙
草
堂
居
鹿
輔
詠
、
所

以
然
之
故
、
知
繍
知
重
。
文
取
其
丙
午
至
辛
亥
六
年
詩
観
之
、
則
縛
輿
重
之
遁
倶
浪
。
赤
甲
白
瞳
之
問
、
以
至
巴
帳
洞
庭
湘
湾
、

草
不
頓
挫
悲
壮
、
剥
落
浮
華
。
（
山
谷

老
杜
の
詩
を
論
ず
る
に
、
必
ら
ず
憂
州
よ
り
以
後
と
断
ず
。
試
み
に
其
の
庚
子
よ
り
乙
巳

15 

に
至
る
六
年
〈
七
六

O
｜
七
六
五
年
〉
の
詩
を
取
り
て
之
を
観
れ
ば
、
秦
・
陣
・
剣
門
の
行
旅
・
駿
渉
、
誼
花
草
堂
の
居
処
・
輔

詠
に
し
て
、
然
る
所
以
の
故
に
、
繍
の
知
く
画
の
如
し
。
又
た
其
の
丙
午
よ
り
辛
亥
に
至
る
六
年
〈
七
六
六
｜
七
七
一
年
〉
の
詩
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を
取
り
て
之
を
観
れ
ば
、
則
ち
捕
と
画
と
の
遁

倶
に
浪
ぶ
。
赤
甲
・
白
塩
の
間
よ
り
、
以
っ
て
巴
峡
・
洞
庭
・
湘
揮
に
至
る
は
、

頓
挫
・
悲
壮
し
て
、
浮
華
を
剥
落
せ
ざ
る
は
莫
し
。
）

杜
甫
の
詩
の
う
ち
、
要
州
時
代
（
七
六
六
｜
七
六
八
年
）
以
降
の
晩
年
の
作
を
高
く
評
価
す
る
責
庭
堅
の
見
解
を
踏
ま
え
て
、
方
回

は
要
州
時
代
以
前
と
以
後
に
杜
甫
の
詩
を
分
け
、
前
者
は
寸
繍
董
」
に
も
比
す
べ
き
で
あ
る
が
、
後
者
は
「
繍
董
」
に
比
さ
れ
る
よ
う

な
要
素
が
剥
ぎ
落
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
る
。
「
繍
童
」
は
「
童
績
」
と
ほ
ぽ
同
義
の
語
と
考
え
ら
れ
る
が
、
方
固
に
よ
れ
ば
寸
浮
華
」
の

属
性
を
帯
び
た
も
の
で
あ
る
。
寸
浮
華
L

と
は
実
質
を
欠
い
た
過
剰
な
装
飾
の
意
で
あ
り
、

そ
の
点
か
ら
見
て
も
こ
こ
で
杜
甫
の
詩
（
特

に
要
州
時
代
以
前
の
詩
）
に
見
出
さ
れ
て
い
る
絵
画
性
は
唐
順
之
の
よ
う
に
描
写
絵
画
を
念
頭
に
置
く
も
の
で
は
な
く
、

一
種
の
装
飾

絵
画
を
念
頭
に
置
く
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
よ
唐
順
之
が
言
う
詩
に
お
け
る
ピ
ク
チ
ュ
ア
レ
ス
ク
と
方
回
が
言
う

そ
れ
と
の
違
い
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
両
者
の
詩
に
対
す
る
と
ら
え
方
そ
の
も
の
の
違
い
の
あ
ら
わ
れ
な
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
に
つ
い

て
こ
こ
で
は
措
く
。
）

右
に
述
べ
た
よ
う
な
中
国
の
詩
学
認
識
に
お
け
る
ピ
ク
チ
ュ
ア
レ
ス
ク
の
ふ
た
つ
の
タ
イ
プ
を
め
ぐ
る
問
題
に
関
し
て
、
詳
し
く
は

別
稿
「
『
詩
中
有
書
一
』
と
『
著
壁
成
繕
』
｜
｜
中
国
に
お
け
る
詩
と
絵
画
L

を
用
意
し
て
い
る
。
本
稿
は
、
そ
れ
へ
の
予
備
的
考
察
を
兼

ね
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。

、主
（

1
）
 

（

2）
 

守
山
口
大
学
文
学
会
志
』
第
四
二
巻
、
一
九
九
一
。

『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
四
四
集
、
一
九
九
二
。
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（

3
）
 

前
稿
発
表
後
、
中
国
の
自
然
認
識
に
お
け
る
「
如
董
」
の
問
題
を
論
じ
た
も
の
に
、
朱
日
清
寸
論
逼
員
輿
如
董
｜
闘
於
侍
統
的
封
於

自
然
和
喜
術
的
態
度
的
一
個
考
察
L

（
『
朱
自
清
全
集
』
第
三
巻
、
江
蘇
教
育
出
版
社
、
一
九
八
八
、
も
と
同
氏
『
論
雅
俗
共
賞
』
一

九
四
八
）
、
鶴
田
武
良
「
詩
に
み
た
中
国
絵
画
の
諸
相
そ
の
一
L

（
『
文
化
』
第
三
三
巻
｜
三
号
、
一
九
七

O
V
が
あ
る
こ
と
を
知
っ

た
。
前
稿
に
は
こ
れ
ら
と
重
複
す
る
部
分
も
あ
る
。
ま
た
、
前
稿
「
初
盛
唐
詩
に
お
け
る
風
景
と
絵
画
L

で
は
盛
庸
の
詩
人
兼
画
家

の
王
維
に
自
然
の
風
景
を
寸
如
童
」
と
と
ら
え
る
言
葉
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
点
に
ふ
れ
て
「
風
景
の
中
へ
と
じ
か
に
踏
み
入
ろ

う
と
す
る
山
水
詩
人
王
維
の
意
識
の
中
に
、
絵
画
と
い
う
枠
組
み
が
視
線
を
間
接
化
す
る
余
地
は
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
L

と
述
べ
た
が
、
元
の
文
人
画
家
侃
噴
の
「
局
方
崖
董
山
就
題
」
（
『
侃
雲
林
先
生
詩
集
』
巻
二
が
「
摩
詰
董
山
時
、
見
山

一
や
骨
量
。
松
雪
白
纏
絡
、
飛
鳥
亦
開
暇
。
我
初
墜
揮
染
、
見
物
皆
董
似
。
郊
行
及
城
遊
、
物
物
障
重
笥
L

と
述
べ
る
の
は
筆
者
と
同

様
の
問
題
点
に
着
目
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
、
こ
こ
に
付
げ
加
え
て
お
き
た
い
。

人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
八
二
。
初
版
は
一
九
五
六
。

『
梁
室
田
』
沈
約
伝
。
『
喜
文
類
衆
』
巻
六
回
。

『
文
選
』
巻
一
。

筑
摩
書
房
、
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
一
九
九
一
ニ
。
引
用
箇
所
は
三
四
五
頁
。

『
文
選
』
巻
二
一
。

建
欽
立
輯
校
『
先
秦
漢
貌
菅
南
北
朝
詩
・
宋
詩
』
巻
八
。

『
斉
詩
』
巻
五
。

『
梁
詩
』
巻
一
三
。

『
梁
詩
』
巻
一
六
。

『
北
貌
詩
』
巻
二
。

『
全
惰
文
』
巻
二
。

例
え
ば
、
王
伯
敏
『
中
園
給
量
史
』
（
上
海
人
民
出
版
社
、

環
に
位
置
付
げ
て
論
述
し
て
い
る
。

（

4
）
 

（

5
）
 

（

6
）
 

（

7）
 

（

8
）
 

（

9
）
 

（叩）
（日）
（臼）
（日）

（

H）
 

（日）

一
九
八
二
）
は
『
周
耀
』
に
言
う
「
童
績
L

を
広
義
の
絵
画
の
歴
史
の
一



18 

（国）
（口）
（時）
（凹）
（却）
（幻）
（詑）
（幻）

（出）
（お）

『
梁
詩
』
巻
二
三
。

今
道
友
信
編
『
講
座
・
美
学
』
第
四
巻
、
東
京
大
学
出
版
会
、

『
梁
詩
』
巻
二
五
。

『
全
唐
詩
』
巻
四
六
。

『
全
唐
詩
』
巻
五
一
。

『
全
唐
詩
』
巻
六
一
。

銭
仲
聯
校
注
よ
測
南
詩
稿
校
注
』
巻
四
。

拙
稿
ヨ
詩
中
有
董
』
を
め
ぐ
っ
て

l
中
国
に
お
け
る
詩
と
絵
画
L

（
守
集
刊
東
洋
学
』
第
七
八
号
、
一
九
九
七
）
、
「
『
詩
中
有
蓋
』
と

『
宛
然
在
日
』
中
国
に
お
げ
る
詩
と
絵
画
」
（
松
本
肇
・
川
合
康
三
編
『
中
唐
文
学
の
視
角
』
創
文
社
、
一
九
九
八
）
を
参
照
。

守
剤
川
先
生
文
集
L

巻
一
七
。

『
桐
江
集
』
巻
一
一
。

一
九
八
四
。

一
九
九
七
年
九
月
初

（
文
学
部
助
教
授
）


